
確かな学びと豊かな心･健やかな体をはぐくむ 学校力向上プラン【学校評価書】 
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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～１２月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

学

力

向

上 

 

学力・学びの基礎力・社会的実

践力の育成 

授業規律の確立による「総合的な学力」の育成 「授業はわかりやすく楽しい」の肯定

的評価を８０%以上にする 

学校教育アンケート 

各種アンケート等 

年度末 〇 年度末に向けてよく達成できている。 △ ・「授業はわかりやすく楽しい」の肯定的回

答が７４％である。 

・「聞いたり、教えたりすることがある」の

肯定的評価は８８％に達した。 

〇 ・授業規律が確立され、概ね静謐な教育環境

が保たれていると感じる。 

・「学校へ行くのが楽しい」の肯定的回答が

高いので安心できる。 

「主体的・対話的で深い学び」の積極的な展開 「聞いたり、教えたりすることがあ

る」肯定的評価を８０%以上にする 

学校教育アンケート 

各種アンケート等 

年度末 〇 年度末に向けて概ね達成できている。 ◎ ◎ 

授

業

改

善 

指導方法の工夫改善と安全・安

心な学びの場づくり 

生徒用端末を活用した課題解決力の育成 前年度より生徒用端末活用率の向上

をめざし、効果的に進める 

学校教育アンケート 

参観授業・実践報告 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 〇 ・これからも生徒用端末活用率の向上をめざ

し、課題解決能力の育成を進めていきたい。 

・「学校は、保護者や地域の人が授業を参観

する機会を設けている」の肯定的回答が１０

０％である。 

・「少人数授業は全員での授業より理解しや

すい」の肯定的回答が６５％である。 

〇 
・これまで以上に生徒用端末を活用した積極

的な授業展開を進めてほしい。 

・地域に向けて、オープンスクール等教育活

動を参観する機会を増やしてほしい。 

・先生と生徒の適切な距離感の違いやむずか

しさを感じることがある。 

授業の工夫改善と授業参観などの活性化 授業参観等、教育活動を参観する機会

をより多く設ける 

学校教育アンケート 

参観授業・実践報告 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 ◎ △ 

少人数（習熟度）指導や補充学習の充実 習熟度指導や補充学習を活用し、肯定

的評価を６０%以上にする 

学校教育アンケート 

各種アンケート等 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 〇 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心

の

教

育

の

充

実 

 

 

人権教育推進による豊かな心

の育成 

いじめを許さない（見逃しゼロ）仲間づくり 「先生は親身になって応じてくれる」

の肯定的評価を７０％以上にする 

学校教育アンケート 

教育相談・調査報告 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学い期ともに概ね達成できている。 〇 ・「悩みや相談に親身になって応じてくれる

先生が多い」の肯定的回答が７７％に達して

いる。 

・「クラスには自分の居場所があると思う」

の肯定的回答が８９％である。 

・「自分からあいさつをしている」の肯定的

回答が７９％である。 

◎ ・「悩みや相談に親身になって応じてくれる

先生が多い」の肯定的回答が高く、雰囲気の

良さを感じる。 

・地域行事（祭り等）への積極的な参加を進

め、これからもつながりを強めていきたい。 

・地域での迷惑行為や蝟集行動は少なくなっ

てきているように思う。 

家庭・地域との連携による自己肯定感の向上 「クラスには自分の居場所がある」の

肯定的評価を８０%以上にする 

学校教育アンケート 

実践報告 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 〇 〇 

正しい行動ができる道徳心・社会性の取得 「挨拶を以前よりするようになった」

の肯定的評価を７０％以上にする 

学校教育アンケート 

実践報告 

毎学期 

および年度末 

△ ２学期末段階では十分達成できていない。 〇 〇 

体

力

向

上 

部活動の充実・活性化と健やか

な体の育成 

部活動への参加による連帯感・達成感の向上 「部活動に積極的に取り組んでいる」

の肯定的評価を７０％以上にする 

全国体力・運動能力、

運動習慣等調査等 

年度末 ◎ 年度末に向けてよく達成できている。 〇 ・「部活動に積極的に取り組んでいる」「部活

動は活発である（保護者）」の肯定的回答が

概ね７割以上に達している。 

・テーマを決めて「健康管理ができた」の肯

定的回答が、８２％に達している。 

〇 
・部活動が活発であり、また地域への貢献活

動にも感謝している。 

・部活動に積極的に参加することにより、自

己肯定感の醸成につながっていると思う。 

かけがえのない命の大切さの学び場づくり テーマを決めて「健康管理ができた」

の肯定的評価を８０%以上にする 

学校教育アンケート 

実践報告 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 〇 〇 

地
域
協
働 

相

互

連

携 

 

小中一貫した教育の推進とめ

ざす子ども像の共有 

小中連携による「つながる教育」の活性化 小中合同研修等を通して授業実践交

流や情報交換・共有を行う 

学校教育アンケート 

小中合同実践報告等 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともに概ね達成できている。 〇 ・小中合同研修会や小学生による中学校体験

を通じて共通理解が深まっている 

・「学校が保護者に出す文書や事務連絡等は

適切である」の肯定的回答は８４％である。 

△ ・保護者対象のアンケート回収率（サンプル

数）が低いので、工夫してもらいたい。 

・時代に応じた道徳観や価値観の違いを認識

していく必要があると感じている。、 
教育方針や教育活動についての確かな情報公開 随時、学校ホームページや学校・学年

だよりなどで情報発信に努める 

学校教育アンケート 

各地域協議会報告等 

毎学期 

および年度末 

〇 １・２学期ともによく達成できている。 〇 〇 

「確かな学び」の現状 

 

全職員が授業力向上の実践に取り組み，学習の基礎基本の確実な定着と、自尊感情や自己肯定感の醸成を図る。 

今年度も「生徒指導・学力向上・小中一貫教育の推進・開かれた学校づくり・特別支援教育の充実」を５本柱とした学

校経営を行い、学校力の向上をめざす。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

 

それぞれの課題に対して目標を設定し、到達することで自己肯定感を育む。そのことで自分を大切にすると同時に他者 

も大切にする心を育み、いじめや暴力を否定できる心の醸成を図る。行事や部活動・道徳の授業を通して、豊かな心を 

育てる取組を行う。地域や社会で自立して生きるための基礎を中学校卒業までに長期目標とする。 

令和６年度 重点目標  

「自ら学び、自らを鍛え、自ら行動する」学力・思考力のある生徒の育成  「ともに集団を高めようとする」人間力のある生徒の育成 

校長より（年度末） 

・異動初年度でもあり、手探り状態の中で迎えたスタートであったが、「学校へ行くのが楽しい」の肯定的回答が８２％の結果を得ている。 

本校では教職員が指導方法の工夫改善に取り組み、新学習指導要領の理念に沿って「教師が教え込む授業」から「子どもが考える授業」への変換を 図っている。 

これからも生徒たちの人間関係の構築や学校生活に対する不安解消に向けて、日頃からの声掛けやカウンセリングの充実などを進めていきたいと考えている。 

今年度の課題（わかりやすく楽しい授業の推進等）を真摯に受け止め、より安心かつ安全な学校教育活動の実現に向けて、積極的に取り組んでいきたいと思う。 

学校関係者評価者から（年度末） 

・思春期特有の悩み（人間関係など）や相談（学習面や進路など）には、

学校、家庭、地域が共通理解し、連携を進める必要があると認識している。 

・地域との取組や活動など、関わりが復活していくことは非常に喜ばしい

ことである。 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

思いやりを持ち自分も他の人も大切にし，他者を認めることができる生徒 

 


